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人称代名詞から見た『郵便報知錦絵新聞』の性格
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はじめに
　
明治の新時代を迎え、日本が近代国家として成り立っていくため
には、海外諸国の情報を的確に把握し、取引を行なっていく必要があった。 「新聞の父」と呼ばれるジョセフ彦らによる『海外新聞』にはじまり、明治期には一気に各地で様々な新聞が刊行されていった。その中の一つに『郵便報知新聞』があった。そしてまたその『郵便報知新聞』の記事を題材に浮世絵と文章を組み入れた『郵便報知錦絵新聞』が短期間ではあったが登場した。　
本稿ではこの『郵便報知錦絵新聞』という新聞がどのようなもの
として人々に受け入れられていたのかを記事中に用いられた人称代名詞の使用実態 着目し、解明しようとするものである。
『郵便報知錦絵新聞』について
　『郵便報知錦絵新聞』は一八七二年（明治五年）に前島密らによって創刊された『郵便報知新聞』から派生した新聞である　一八七五年（明治八年）から発行が開始された。日刊紙『郵便報
知新聞』の記事の中から庶民の興味を持つようなものを浮世絵の題
材に取り上げて、一般庶民を対象に、絵と平易な詞で理解できるようにしたものが錦絵新聞である。したがってほとんどの漢字に振仮名が付けられている。　『郵便報知錦絵新聞』は紫の枠に題号部分の赤い背景色、上部に十五行程度の平易な文章が書かれている。江戸時代から続く浮世絵の技術を駆使して色鮮やかなカラー刷りの一枚ものであり、 『郵便報知新聞』の雑報と呼ばれる記事の中から人々が興味をそそるような記事を選び出してやや誇張気味の浮世絵を付けていた 今でいう大衆向けの写真週刊誌やゴシップ雑誌 ような存在となっていた。　記事の執筆者は未詳の場合が多いが、記名のある記事もある。亀
洲漁人、二周奥子、松林伯圓、木偶道人、點々山人、三叉老漁、三遊亭園朝、百栗山人、真憙郎濱栗 花々柳々 三叉漁父 のんのん舎南龍などの芸名やペンネームが見られ、講談師や落語家などが加わっていたようである。文語体で書かれた文ではあるが、一文 長く、情景を想起させようと苦心していることが読み取れ 。　『郵便報知錦絵新聞』に取り上げられた内容は次の通りである。号数は元記事となった『郵便報知新聞』の発刊号数である。見出は原本に 記されていないため 宜上、 口が付けた。　 四二五号
　
酔漢が宮本花子に絞められた話／四四七号
　
三つ子の
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誕生に報奨金が出た話／四四九号
　
学問に励んだ罪人に賞誉が出
た話／四四九号
　
枯木に実をつけさせた名人の話／四五二号
　
褌
祭りの由来の話／四六三号
　
学生を目覚めさせた藝妓の話／
四六六号
　
騙して娘を乱暴しようとした男の話／四六六号
　
イン
チキ商法に失敗した男の話／四七一号
　
浮気症な夫を刺した妻の
話／四七二号
　
幼女が機転で馬をいなす話／四八一号
　
隠居に恋
文をもらった唄妓の話／四八 号
　
二人の千代吉の話／四九一号

小指を切って誓い合う親子の話／五〇一号
　
身を売って旅人を助
けた遊女の話／五〇八号
　
怪力の子供が生まれた話／五一三号
　
親子で強盗を撃退した話／五二五号
　
脱獄計画を見抜かれた話／
五二七号
　
幽霊が乳を与えに出た話／五二七号
　
女盗賊が妊娠し
ていた話／五三二号
　
川へ投げ込まれた女の話／五五一号
　
松本
あいが暴漢を撃退した話／五五 号
　
酔った小学教員が女性に絡
んだ話／五五七号
　
提灯を貸せと巡査に絡んだ酔人の話／五五八
号
　
歳の差婚で窮状を救った里加の話／五六一号
　
一人の女に六
人の男が暴行した話／ 六五
　
別れた女を殺した男の話／
五六六号
　
貞実な妻とみよの話／五六八号
　
盲人の中に突っ込ん
だ車の話／五七一号
　
金時計の外国人に騙された話／五七六号
　
老人にぶつかった弦妓の 七六
　
婚礼の場に飛び込んで妨
害した男の話／五八四号
　
妻も浮気相手も失った安太郎の話／
五八九号
　
甦った男に驚いた話／五八九号
　
未練のあまり元妻を
殺した男の話／五九六号
　
子猫が親猫の仇を打った話／五九七号

巡査の機転で三人の強盗を捕え 話／六〇〇号
　
熱湯で疱瘡の痕
が消えた話、／六〇一号
　
片思いの相手に石を転がされて怪我を
した話／六〇三号
　
小菊と龜吉の情死を番人が止めた話／六一四
号
　
強盗庄吉が幽霊にうなされた話／六一四号
　
伊予の強盗が東
京で逮捕された話／六一七号
　
貸切りの金瓶樓で舞曲を披露した
話／六二一号
　
家出した夫を探し出した妻の話／六二三号
　
狼に
下半身を喰われた女の話／六二八号
　
いたずら狐を梟首の刑にし
た村の話／六四三
　
潔白を証明するため自害した女の話／
六四五号
　
外国人が娘に乱暴した話／六四七号
　
金を横領した外
国人が自殺した 四九
　
よりを戻した女に復讐した前夫の
話／六五〇号
　
一家同時に三夫婦が誕生 話／六五一号
　
言葉
を取り戻した子供の話／六 一号
　
西洋人の妾になった女の話／
六六三号
　
大工の女房を狙う妖怪黒坊主の話／六八三号
　
客の取
り合いから大喧嘩になっ 話／七〇二号
　
裸同然で涼んでいて巡
査につかまった 七二四
　
洋狗に襲われた貉の子を助けた狸
の話／七二九号
　
勇気ある幼女に賞誉が与えられた話／七八〇号

誑かした女の父親と喧嘩した男の話／八一四号
　
ニセ祈祷師が病
気を悪化させた話／八一六
　
小人の踊りを見せる興行師の話
　『郵便報知錦絵新聞』 だけでなく、 明治七年頃から 『東京日日新聞』
『大阪日日新聞』等、いろいろな版元により「錦絵新聞」が出されたが、記事の内容が一過性の話題を取り上げたもの、錦絵を彫って印刷していくため、速報性に欠けること、元記事となる新聞に読者が移っていったことなどからそう長くは続かなかったようである。この 『郵便報知錦絵新聞』 も明治十年以降発行されなくなっていく　
ただ、こうした資料群は、当時の人々がどのような語彙を使用し
ていたのか、また、どのようなことに興味を持っていたのかを知る
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ことのできる興味深い資料であるといえよう。　
たとえば「七二四号
　
洋狗に襲われた貉の子を助けた狸の話」の
文にはドーベルマンのような足の細い猟犬の絵を示して「洋
かめ
犬」と
振り仮名が付けられてい 。このことから西洋人が犬に「
com
e 」
と命令するのを聞いて洋犬のことを 「カメ」 というのだと当時の人々が理解していたことがわかる
（１）
。
　
また、 「四二五号
　
酔漢が宮本花子に絞められた話」では「暈
こんぜつ
絶」
という語に左右に振り仮名を付け、右の振り仮名で読みを示し、左の振り仮名で意味を示 こと 行っ いる。 の効果につては別の機会に譲る 、当時 こうした語彙が使用されていたことがこの資料からわかる。　
このように貴重な言語資料ではあるが、前述のように早々と姿を
消した。その原因の一つとしてこの錦絵新聞の記事の持つ性格から推測できると私は考えている。　
では、その性格とはどのようなものなのか。それを人称代名詞の
使用実態から探ってみることにする。
「人称」と新聞
　
この 『郵便報知錦絵新聞』 には人称代名詞が所々用いられている。
日本語における人称のバリエーションの多さについ は今更言うまでもない。現在一人称を表す「僕
ぼく
」の使用は明治になってから書生
の用いる言葉として定着したといってもいい。しかし、 「僕」に限らず、筆者自身を表す語が新聞の記事に用いられ こと 今では考
メヲマワス
えられないだけに、何か理由があるに違いない。　
そもそも人称代名詞とは何か。 『日本語学研究辞典』には次のよ
うに記載されている。　
　
人称代名詞には話し手自身をさす自称（わたし・ぼく・おれ・
われわれなど） 、話しかける相手をさす対称（あなた・きみ・おまえ・きさま それ以外の第三者をさす他称（かれ かの女・かれらなど） 、話し手にとってわからない人を尋ねる時などに
　
用いる不定称（だれ・どなたなど）がある。これら（とりわ
け自称・対称） は待遇表現との関係が深く、 性・身分関係・親疎・好悪の感情などによって語が分化しており、また時代による語の交替が激しく、英語の
I,you
などに歴史的変化を通じる同一性が
認められるのと本質的に違っている。また、 「先生」 「看護婦さん」「課長さん」 「ママ」 「にいさん」のような職業・地位を表す語や親族名称が対称や自称に用いられることが多く 代名詞の実際に使われる範囲には相当な制限がある。 「かれ」 「かの女」などの他称は近代になって西欧語の三人称の訳語として じめて成立た。

（二〇〇頁
　「代名詞」の項より抜粋）
　「新聞」というものは現代では当たり前のようになっているが、改めて 「新聞」 の定義を辞書で見てみると次のように書かれている。　　
社会の出来事について事実や解説を広く伝える定期刊行物。一
般に、日刊で社会全般のことを扱うものをいうが、週刊 旬刊・月刊のもの、経済・スポーツなど特定の分野だけを扱うものもある。日本で新聞と名のつく最初のものは一八六二年 「官板バタビヤ新聞」だが、現在のような体裁をもつ日刊紙とし は
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一八七〇年「横浜毎日新聞」の発行が最初である。

（ 『大辞林』三省堂）
　
　
広い読者に時事に関する報道、解説および知識、娯楽、広告な
どを伝達する定期刊行物。多く日刊のものをさしていうが、 週刊、旬刊、月刊のものもある。

（ 『国語大辞典』小学館）
　
こうした新聞は「公共性」の高いものとして扱われ、二〇一三年
六月に日本新聞協会が公表した「新聞の公共性と役割」という提言文の中にも書かれている。　
　
新聞紙面には、世の中で起きたさまざまな出来事が掲載され、
一目で見渡すことができます。これは、単に一覧性があっ 便利なだけではありません。見出しや記事がなにげなく目に入ってくることによって、自分でも意識していなかった事柄への関心が呼び覚まされ、仕事や生活上の思わぬ手がかりになることもあるのです。この 物事の関係性への理解が自然と深まり、社会や社会を構成する多様な人々への関心にもつながっていきます。

（日本新聞協会）
　
現代の新聞の内容は多岐にわた お 、 多くの日刊紙は 総合・
政治・国際・経済・投書・解説、社説・暮らし・教育・スポーツ・商況・文化・地域・社会・番組」 という紙面構成で刊行さ　
しかし、いずれにしても現在では新聞は 人称 二人称で書かれ
ることは少なく、 事実を客観的に述べることに重点が置かれている。　
したがって主観的な意見から成る投書を除けば、客観的 記事の
中に 「人称代名詞」 が用いられることは極めて珍し ことと言える。
『郵便報知錦絵新聞』に見られる人称代名詞
　
ではまずは『郵便報知錦絵新聞』の中の人称代名詞を抜き出し
て示すこととする。 （
　
）内の漢数字は該当の号数を、丸数字は
行数を表している。一人称１
　
おの
　　
【己】

　
○
　
己おの
が名
な
に似
に
る鳶
とんびかつぱ
被に断
ざんぎりあたま
髪頭
　
四六六
 ②）
　
○
　
猶なほ
罵ののし
るものから於才
さい
は見
み
かね己
おの
が年
ねんき
季を
　（五〇一
 ⑨）
　
○
　
怪くわひたたり
祟を為
なす
を覚るも皆
みな
己おの
が心より出しならん
　（六一四
 ⑮）
２
　
おのおの
　　
【各】
　
○
　
捨すて
さりしが発
はくかく
覚なして久三はじめ各
おのおの
所しよけい
刑に
　（五六一
 ⑭）
３
　
おのれ
　　
【己】
　
○
　
喜よろこ
びて己
おのれ
が細
ほそ
き糸
いとたけ
竹の生
なりはひ
活以
も
て
　（四六三
 ⑪）
　
４
　
こなた
　　
【此方】
　
○
　
助たす
けて突
つき
立たて
けれども賊
ぞく
は四
よにん
人此
こなた
方は二
ふたり
人
　（五一三
 ⑩）
５
　
よ
　　
【予】
　
○
　
予よ
が師
し
公こう
の感
かん
じ給ひ福
ふくじゆ
寿円
ゑんまん
満無
むりやう
量を
　（四六六
 ⑥）
６
　
わが
　　
【我】
　
○
　
これ我
わが
運うん
の啓
ひら
くる時
とき
ならんと
　（四五二
 ⑦）
　
○
　
ありやなし我
わが
思おも
ふ人に追
おひ
付ばやと
　（五七六
 ⑩）
　
○
　
我姿を見て始
はじめ
て一
いつ
且たん
死し
したるを知
し
れ共
ども
　（五八九
 ⑤）
　
○
　
炉ろへん
辺に持
もちきた
来り開
ひら
き見
み
るに我
わがいへ
家の重
ちうばこ
箱にして
　（六二三
 ⑥）
　
○
　
窃ひそか
に荷
にもつ
物を披
ひ
らき見
み
るに我
わがつま
妻並
ならび
に隣
となり
の女
　（六二三
 ⑧）
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７
　
わらは
　　
【賎妾】
　
○
　
賎わら
妾は
が如
ごと
き者
もの
に心を惑
まどは
し給へるが
　（四六三
 ⑧）
８
　
われ
　　
【我・俺】
　
○
　
俺われ
は是
これ
商しやう
人じん
中ちう
の大
だいてんぐ
天狗你
なんぢ
の似
ごと
き
　（四六六
 ⑨）
　
　
○
　
唯たゞ
々我
われ
か汝
なんぢ
かと互
たがひ
に頭
あたま
を捉
とら
へ
　（五六八
 ⑭）
　
○
　
葬そう
式を取行
おこな
ひたるに其夜我
われ
と蘇
よみがへ
生り葬穴
けつ
を
　（五八九
 ④）
　
　
○
　
羨うらや
みて些
ちと
無むしん
心申す我にも暖
あたゝ
めさせて
　（五八九
 ⑩）
　
　
○
　
我われ
と共
とも
に屯
とんしよ
所へ来
きた
るべし
　（五九七
 ⑧）
　
９
　
われら
　　
【我等】
　
○
　
声こゑ
を潜
ひそま
し我
われら
等は寺
てら
町通真
しん
宗寺
じ
の橡
えん
の下に
　（五二五
 ⑦）
　
　
○
　
逐ちくいち
一白
はくじやう
状し且
かつ
云い
ふに我等人を殺
ころ
せし事
　（六一四
 ⑧）
　
二人称１
　
うぬ
　　
【溌婦】
　
○
　
酔ゑひどれ
漢が溌
う
婦ぬ
何なに
すると胸
むなぐら
前とつて振
ふりまは
廻す
　（四二五
 ⑥）

２
　
そこもと
　　
【其許】
　
○
　
其そこもと
許信
しんじん
心の深
ふか
きを
　（四六六
 ⑤）
　
３
　
てまへ
　　
【手】
　
○
　
手まへはどふで有
あつ
た
　（五六八
 ③）
　　
４
　
なんじ（なんぢ）
　　
【汝・你】
　
○
　
你なんぢ
の似
ごと
き木
こ
の葉
は
天てんぐ
狗は
　（四六六
 ⑨）
　
○
　
汝なんぢ
に鼻
はな
向むけ
すれば
　（四九一
 ⑥）
　
　
○
　
汝なんぢ
今より國
くに
の為
ため
に死
し
を決
けつ
し
　（四九一
 ⑥）
　
　
○
　
唯たゞ
々我
われ
か汝
なんぢ
かと互
たがひ
に頭
あたま
を捉
とら
へ
　（五六八
 ⑭）
５
　
なんじら（なんぢら）
　　
【汝等】
　
○
　
唯ただいま
今汝
なんぢ
等ら
に尋
たづね
る子
しさい
細あれば
　（五九七
 ⑦）
　
三人称１
　
かれ
　　
【彼】
　
○
　
男は彼
かれ
が赤
まごころ
心に感
かん
復ふく
し
　（四六三
 ⑨）
　
○
　
怪けが
我なせしは彼
かれ
が過
あやまり
なり
　（五六八
 ⑪）
　
新聞という性質上、口語をそのまま採録するわけにもいかなかっ
たのだろうという推測はあるが、出版された明治八年ごろは漢文訓読調の表現や「そこもと」などの改まった表現が庶民の間でなされて理解されていたことがわかる。　
また、 「俺」という漢字に対して「われ」という読みを当ててい
るのも今の読みとは違っていて興味深い。　「錦絵新聞」は短命であったが、出版当時は人気もあり、いくつかの種類の「錦絵新聞」が刊行されていた。 『郵便報知錦絵新聞』も（十五行バージョン）以外にいくつかのものが見受けられる。土屋礼子編『日本錦絵新聞集成』によると、　○五五五号
　
酔った小学教員が女性に絡んだ話
　
18行
　
○五五七号
　
提灯を貸せと巡査に絡んだ酔人の話
　
18行
　
○五五八号
　
歳の差婚で窮状を救った里加の話
　
18行
　
○五七六号
　
婚礼の場に飛び込んで妨害した男
　
18行
　
○五八四号
　
妻も浮気相手も失 安太郎の話
　
18行
が『郵便報知錦絵新聞』として収録されている。
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ここには「わらは【吾儕】 」という一人称の語が用いられている。
　
○
　
今吾
わらハ
儕を以て孫右どのに嫁
つ
くことを許
ゆる
されなば
　
五五八
 ⑤
　
また、 「きみ【君】 」 「そなた【你】 」という二人称の語が用いられ
ている。　
○
　
願ねがハ
はくば君
きみ
が灯
とう
燈か
を貸
か
したまへと云
い
ふ
　（五五七
 ⑫）
　
○
　
你そなた
はまだ十五才孫右どのは三十三才
　（五五八
 ⑧）
　
ではこうした人称代名詞の使用実態は、元記事である『郵便報知
新聞』ではどうだったのだろうか。元記事からは次のような語が見られた。一人称１
　
おの（おのれ）
　
○狸は逸
いちはや
早く己が窟に逃込む故
　（七二四
 ）
２
　
おら
　
○
 お前の
娘むすめ
をオラに呉ンねへドウダドウダと
問と
ひ
詰つ
めるに
　
（七八〇
 ⑲）
３
　
それがし
　
○それがしはさる所の生れなりしが
　（四六六
 ）
４
　
やつがれ
　
○
 僕やつがれ
は年老て喉かわきて堪難し薬を用ひなからお答申す
　
（四六六
 ⑪）
５
　
わが
　
○
 開き見るに我 家の重箱にして風呂敷も又我か品なれは驚き
　
（六二三
 ⑩）
６
　
われ
　
○我はもと人間にあらす大天狗の再来なり
　（四六六
 ）
７
　
われら
　
○我等これまて人を殺せし事數人なり
　（六一四
 ④）
８
　
われわれ
　
○
 我々は此事の或は必らず誤謬に出るなりと信せり
　（六四五

⑬）
二人称１
　
おまへ
　
○
 お前の
娘むすめ
をオラに呉ンねへドウダドウダと
問と
ひ
詰つ
めるに
　
（七八〇
 ⑲）
２
　
きみ
　
○命をかけて思ふかな君の一夜の露のなさけを
　（四八一
 ⑪）
３
　
わどの
　
○天狗より和どのにかかる物をこそ賜ふなれ
　（四六六
 ）
４
　
わぬし
　
○和ぬしは何人そ何所より来るぞと問へは
　（六四四
 ）
三人称１
　
かれ
　
○
 彼は三人我は一人うかと手を出して取逃さば残念なり
　
（五九七
 ⑤）
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他の資料にみられる当時の人称代名詞の使用実態
滑稽本　『浮世床』の中の人称代名詞　『浮世床』 は文化十年に式亭三馬によって書かれた滑稽本である。髪結床に来る客の様子や言動を忠実に記すことによりおかしみを感じさせる作品となっている。登場するのは町人層の男性である。　この『浮世床』に見られた人称代名詞は次の通りである。
一人称
　
25種
　
 おいら（俺等）
12例
　
おいらァ２例
　
おゥれン（己）７例
　
おら
（己）
18例
　
おらァ
19例
　
おりや（己）３例
　
おれ（己）
108例
　
おれさま（己様）１例
　
おれら（己等）１例
　
おれン（己）１例

ここもと（此処許）１例
　
こちとら（此方人等）３例
　
こちとら
ぐみ（此方人等組）２例
　
こつちら（此方等）１例
　
ぜめ
　
６例

ぜめら１例
　
わいら１例
　
わが３例
　
わたくし（私）
10例
　
わた
くしども
　
私）２例
　
わたし（私）５例
　
わたしども（私）１例
　
わたしら（私等）２例
　
われ（我・余）８例
　
われら（我等）
１例
　　
二人称
　
19種
　
 うぬ（己）
14例
　
うぬらァ（己等）１例
　
おまへ（前）
13例
　
お
まへがた 前方）２例
　
おまへさん（前）
27例
　
おまへさんがた
（前方） １例
　
おめさん
　
１例
　
おめへ （前）
25例
　
おめへがた （前
方）３例
　
おめへさん（前）５例
　
おめへたち（前達）
11例
　
お
めへッち（前達）１例
　
おめへッちやァ（前達）１例
　
きさま（貴
様）１例
　
きみ（君）１例
　
てめへ（手前）
15例
　
てめへッちやァ
１例
　
なんぢ（汝）５例
　
ぬし（主）４例
　　
三人称
　
７種
　
 あいつ（彼奴）
14例
　
あいつァ（彼奴）１例
　
あいつら（彼奴等）
２例
　
あいら（彼等）１例
　
あいらァ（彼等）１例
　
そいつ（其
奴）
10例
　
そこたち（足下達）１例
　　
　『牛店雑談安愚楽鍋』の中の人称代名詞　『牛店雑談安愚楽鍋』は仮名垣魯文が明治四年に書いたもので、式亭三馬の『酩酊気質』を彷彿させる滑稽本の流れを汲む作品である。三編からなり、牛肉料理屋で牛鍋をつつく人たちの独白で構成されている。明治維新直後の町人の音訛や漢語、ハイカラとされた英語などが書かれており、 当時の言語生活を想像させる資料である。　この『牛店雑談安愚楽鍋』に見られた人称代名詞は次の通りであ
る。一人称
　
21種
　
 おいら（自己）
10例
　
おいらア３例
　
おのれ２例
　
おら１例
　
お
らア３例
　
おれ３例
　
おれたち１例
　
こちとら１例
　
こちとらア
１例
　
せつ（拙）１例
　
ぼく（僕）
11例
　
わがはい（我輩）３例

わたくし３例
　
わちき（私）
28例
　
わちきたち１例
　
わちきども
１例
　
わつち（私）
11例
　
わつちども（私）１例
　
われ（自己）
２例
　
われ れ（我々 ２例
二人称
　
10種
　
 あなた８例
　
うぬ２例
　
おまへ（お前）
10例
　
おめへ６例
　
おめ
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へさん５例
　
きみ（君）３例
　
てめへ６例
　
てめへたち１例
　
な
んじ２例
　
ぬし２例
三人称
　
６種
　
 あいつら２例
　
かれ（彼）５例
　
きやつ（彼奴）５例
　
きやつら
（彼奴等）３例
　
やつ（奴）４例
　
やつら２例
日記　『呉淞日記』の中の人称代名詞　『呉淞日記』は岸田吟香が慶応二年からヘボンの『和英語林集成』編集、印刷のため、上海に同行した際に書き記した日記である。全六冊から成ると推測されるが現存するのはそのうち三冊・五冊・六冊（一部）だけである。地の文にも口語的要素があり、小説の言文一致とはまた違った言文一致の様子がうかがえる資料である。　この『呉淞日記』に見られた人称代名詞は次の通りである。
一人称
　
８種
　
 おいら
82例
　
おれ（俺）４例
　
よ（予）２例
　
わが（我）９例

わたくし（私）６例
　
わたしら１例
　
われ（余・我）
16例
　
われ
ら４例
　　
二人称
　
９種
　
 あなた
14例
　
あなたがた１例
　
あんた４例
　
おたく（宅）１例
　
おまへ５例
　
おまへさん３例
　
きみ（君）２
　
こいつ３例
　
こ
いつら１例
三人称
　
１種
　
やつら（奴）７例
　　
新聞　『海外新聞』の中の人称代名詞　『海外新聞』は元治二年に横浜で発行された新聞である。横浜の港に入港するイギリスの商船から仕入れた英文の情報を基に、アメリカ国籍となったジョセフ彦が通訳し、そ を流暢な日本語に岸田吟香や本間清雄が書き改めて刊行したものである。二六号まで刊行されたが、ジョセフ彦の長崎への転地に伴い途切れている。　この『海外新聞』に見られた人称代名詞は次の通りである。
一人称
　
７種
　
 てまへども（手前）１例
　
よ（余）１例
　
わが（我）
68例
　
わた
し（私）１例
　
わたしがた（私方）１例
　
われ（我）８例
　
われ
ら（我等）
17例
二人称
　
１種
　
なんぢ（汝・爾）５例
三人称
　
該当なし
　『横浜新報もしほ草』の中の人称代名詞　『横浜新報もしほ草』は岸田吟香がヘボンの出版手伝いを終えて上海から帰国した後、慶応四年に刊行した新聞である。明治政府の干渉を受けないように表向きはヴァンリードという人物の刊行となっているが、実質的には岸田によるものであるとされている。内容は海外情報のほか、戊辰戦争の様子などが掲載されている。明治三年三月までに第四二編まで刊行された。　この
 『横浜新報もしほ草』
 に見られた人称代名詞は次の通りである。
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一人称
　
10種
　
 おの（己）２例
　
おのれ（己）７例
　
よ（余）
13例
　
わが（我）
14例
　
われ（我・余・吾）
17例
　
われわれ（我々）２例
　
われら
（我等・吾等）４例
　
わがはい（我輩）
17例
　
わたくし（私）
16
例
　
わたくしども（私共）１例
　　
二人称
　
２種
　
あなた１例
　
なんぢ（汝）２例
　　
三人称
　
２種
　
かれ（彼）６例
　
かれら（彼等）４例
　　
　『郵便報知錦絵新聞』は大衆に受けそうな題材を中心に誇張を加えて錦絵で情景をイメージさせるものであるが、そこに使用されている人称代名詞はどこか堅苦し を持つ語が多く用いられている。たとえば 「予」 「それがし」 などの語がその代表である。辞書には 「予　自称。われ。おのれ。自分。平安時代から男子が用い、明治以降
も改まっ 、あるいはやや尊大な表現として用いられた」 「それがし
　
自称。他称から自称に転用されたもの。もっぱら男性が謙遜し
て用い、後には武士が威厳を持って用いた
（２）
」とあることからもわか
る。しかしいずれにせよ新聞にこうした人称代名詞が使われていることを見逃してはならない。
人称代名詞による主観性の混入
　
文学作品では会話を記したりするので当然のことながら人称
代名詞の数も種類も多くなる。しかし調査結果からもわかるように文学作品ほどではないにしても『郵便報知錦絵新聞』 『海外新聞』 『横浜新報 しほ草』といった幕末・明治期の新聞にも人称代名詞が多く使用されている。　
今、新聞の記事に個人の会話や意見を述べることはまずない。な
ぜなら新聞は「特定の立場に立って各文章ではなく、主観性をできるだけ排した報道文が中心となっている
（３）
」ものだからである。新聞
は出来事をありのままに正しく伝える「報道性」 、主観を入れずに客観的な立場で書く「客観性」 、わかりやすく冗長にならない「簡約性」 、できるだけ早く伝える「短時制」が求められており、現行の各新聞社もそれを心がけている。しかし当時 新聞においては主観が混入することが多く見られた。鈴木英夫はこのことについ 、「新聞の文体」という論文の中で「報道の文章においては、できるだけ客観的に表現し、努めて主観の混じるのを避けるのが、今日の新聞の文章の建前であるが、以前には時々主観 混入した表現 見られたも である。そうした表現 、や り明治期に多い。 」と指摘している
（４）
。
　
明治期の新聞は報道性もさることながら筆者の論を世間に打ち出
す役割をも兼ねていた。そこに登場す 人称代名詞によって導かれた視点は語り手の視点であり、そこ は客観性よりも 性が強いと言える。個人の考えや思いを述べた文章 を重んじる報道の文章とは言い難く、 いて言えば 学作品に近いものであ と言えよう。
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まとめ
　
現代の新聞は事件の詳細や世の中の情勢や情報を客観的に記述す
ることが求められ、筆者や記者の個人的な見解・感想を述べる場ではない。したがってそこには個人の視点では く客観的な視点が求められて る。　
私という個人の視点で書かれた滑稽本の『浮世床』やその流れ
汲む『牛店雑談安愚楽鍋』等の「読み物」としての性格の強い文章にはさまざまな人称代名詞 多く用いているといった共通点が られる。　
講談師や落語家が執筆者となった『郵便報知錦絵新聞』には多く
の人称代名詞が用いられていると う事実を踏まえ、私 『郵便報知錦絵新聞』 は報道性、 客観性など現代の新聞が持つ性格よりも 「読み物」としての性格が強かったと考えている。　
この『郵便報知錦絵新聞』は視覚的にも優れた作品であると評さ
れるが、各地で発行された「錦絵新聞」同様衰退し、 「
大おお
新聞」と
いう報道性 客観性 強い新聞に統合されていった。　
新聞に求められる「報道性」 「短時性」に欠けて たことはもち
ろんであるが、 何より事件を客観的に見て報道すると う「客観性」に欠けていたということが原因であると考え いる。　
多くの第一人称代名詞を用いた『郵便報知錦絵新聞』は読み物的
性格が強かったため客観的な立場に立った記事となりえなかったのである。
注
（１）飛田良文『明治生まれの日本語』
　
淡交社
　
二〇〇二年
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参考文献
『郵便報知新聞自立語索引』
　
山口豊
 編
　
兵庫県立夢野台高等学校
　
二〇一七年
『日本語学研究事典』
　
明治書院
　
二〇〇七年
『大辞林
　
第二版』
　
三省堂
　
一九九九年
「新聞の公共性と役割」
　
日本新聞協会
　
二〇一三年
『日本錦絵新聞集成』
　
土屋礼子
 編
　
文生書院
　
二〇〇〇年
『柳髪新話浮世床総索引
　
山口豊
 編
　
武蔵野書院
　
一九八三年
『牛店雑談安愚楽鍋用語索引』国立国語研究所
　
秀英出版
　
一九七五年
『岸田吟香「呉淞日記」日本語 』
　
山口豊
 編
　
武蔵野書院
　
二〇一二年
『ジョセフ彦
　
海外新聞』
　
早稲田大学図書館資料叢刊２
　
一九七七年
― 11 ―
『海外新聞総索引』
　
山口豊
 編
　
武蔵野書院
　
二〇一八年
『横浜新報もしほ草』
　
世界文庫『幕末明治新聞全集４』所収
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